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1.	 安全上のご注意
危険

警告 ! 感電のおそれあり - 本体を開けないでください

本体内部には、非絶縁の充電部品が搭載されています。ユーザーが交換できる部
品はありません。保守／修理は、認定サービスまでお問い合わせください。

危険

磁界

本製品は、ペースメーカーに悪影響を及ぼすおそれのある磁石を使用しています。
使用中の医療装置（ペースメーカーなど）から少なくとも 90センチ以上の距離
を置いて設置してください。

警告

安全のために

以下に記す使用上の注意をよく読み、機器を安全に設置してください。

水または湿気から離れた場所に設置してください

機器内部に水や湿気が入らないようにご注意ください。機器上部または付近に水
を含む物体を置かないでください。プールやバスタブ、花瓶など、水の近くでの
使用はおやめください。結露の可能性があるため、機器が室内温度以下の状態で
電源を投入しないでください。

十分な通気を確保してください

通気のため、機器の側面を塞がないでください。通気を確保することで機器のオーバー
ヒートを防ぐことができます。機器が適切に動作する最大周囲温度は35°Cです。

電源

本機器は、アース接続された 1つまたは 2つの電源ソケットに接続する必要が
あります。欠陥のある電源ケーブルの使用はおやめください。本機器および外部
電源ユニットのACコンセントには、すぐに手が届くところに設置してください。
電源から完全に切断するには、２本の電源プラグをいずれもコンセントから取り
外してください。操作は、本マニュアル記載の内容に限定されます。

注意

ユーザー・マニュアルをよくお読みください
ご使用の前に、本マニュアルをよくお読みください。製品の使用に関するすべて
の情報が記載されています。
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2.	 イントロダクション
M-32 DA Pro II-D をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

M-32 DA Pro II-Dは、多目的な高音質マルチチャンネル・フォーマット・コンバーターです。ハイファイ・オー
ディオ品質のコンバーターに使用される最新のパーツが、コンパクトな 1Uラックの筐体に精密に収められ
ています。

各アナログ・チャンネルの感度は、コンバーターのレベルに合わせて 3段階に個別に調整できます。一般的
にこの機能はデジタル・トリムで実装されますが、M-32 DA Pro II-D ではアナログ領域で処理されるため、
ライン・レベルに変更した場合でもコンバーターのSN比を犠牲にすることはありません。

また、JSON OSC API、およびネットワークまたはUSB接続を介したブラウザ対応のウェブ・インターフェ
イスを使用して、シームレスにデバイスを制御できます。

Audinate 社の Dante IP Core を RMEのカスタム FPGAプラットフォームに統合したM-32 DA Pro II-D
は、柔軟性の高いソリューションを提供するだけでなく、総合的な真のオーディオ・ネットワーク・システ
ムの実現に一歩近づいたと言えます。M-32 DA Pro II-D に入力されたあらゆる信号（MADI 信号を含む）は、
IP ネットワーク上でルーティングとストリーミングが可能です。

コアキシャルMADIポートに加え、独立またはリダンダント運用に対応するオプティカルMADIポート（SFP
モジュール）を備え、MADI 信号のデイジー・チェーン、統合、変換を最小の遅延で伝送することができます。

2.1	 本マニュアルについて
本マニュアルでは、M-32 DA Pro II-D の機能と使い方を詳細に解説しています。安全上の注意に関する解
説をよくお読みください。


本マニュアル記載の機能は、ファームウェア更新時に変更される可能性があります。ファーム
ウェアの更新については弊社ウェブサイトのドライバー・ページをご確認ください。

本マニュアルの内容に誤りがないよう十分に校閲し、万全を期しておりますが、RMEは誤りがまったく
ないことを保証いたしません。万一、本書に誤解を招くような、もしくは誤った情報があった場合でも、
RMEはその責任を負いかねます。RMEはいつでも予告なく仕様を変更する権利を有します。

マニュアル制作時点のファームウェア・バージョン：1.3.1、2026/04/28
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2.2	 ファームウェアのアップデート
新機能やバグ・フィックスは、RME Audio JP のウェブサイトからファームウェアのアップデートとして提
供されます。ファームウェアは拡張子 .swuの圧縮ファイルで提供されます。ウェブ・リモートからUSB
またはネットワーク経由で機器にアップロードできます。

M-32 DA Pro II-D のファームウェアをアップデートするには：

1.	 機器と PCを USBまたはネットワーク・ケーブルで接続し、ウェブ・リモートを開きます。		
参照：「7.5 リモート・コントロールの概要」

2.	 RME Audio JP のウェブサイトにてファームウェアをダウンロードしてください。

3.	 圧縮ファイルを解凍します。

4.	 ウェブ・リモートでSettings を開きます。

5.	 Firmware Update セクションのSelect .swu Firmware File ボタンをクリックし、解凍したファ
イルを選択します。

6.	 Start Firmware Update ボタンを押します。

 ファームウェアの更新で、設定やプリセットがリセットされることはありません。

2.3	 ディスプレイとエンコーダーを使用する
M-32 DA Pro II-D は、フロント・パネルのディスプレイとエンコーダーを用いてすべての機能にアクセス
できます。

•	 スタンバイ画面でエンコーダーを回すと、4つのセクションのうちの 1つがハイライト表示されます。

•	 ディスプレイがスリープ状態のときにエンコーダーを押すと、スリープ直前に選択されていたタブが表
示されます。

•	 セクションがハイライトされた状態でエンコーダーを押すと、選択されたセクションが開かれます。
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2.3.1	 セクション
すべての設定項目は、以下の 4つにカテゴリーに分類されます。

•	 STATE： 一般設定

•	 INPUT： オーディオ入力関連の設定

•	 OUTPUT： オーディオ出力およびルーティングの設定

•	 CLOCK： デジタル・クロック関連の設定

INPUTセクションにアクセスするには：

1.	 エンコーダーを回すと、STATE セクションがハイライト表示されます。

2.	 もう一度エンコーダーを回すと、INPUT セクションがハイライト表示されます。

3.	 エンコーダーを押すと、INPUT メニューが開きます。

2.3.2	 タブ
STATE、INPUT、OUTPUT セクションに含まれる各設定項目は、
タブで分類されます。タブは各セクションを開くことで表示され
ます。各セクションを開くと青色の枠で囲まれた白いカーソルが
表示され、選択中のタブを示します。

セクションを閉じるには、最小化アイコン  にカーソルを合わせてエンコーダーを押します。
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2.4	 ステータス表示カラー・チャート
機器のステータスは、画面サイズに合わせた大きさで表示されます。フロント・パネルのディスプレイとウェ
ブ・リモート画面は、いずれもカラー・バーにより現在の状態が一目で確認可能です。

機器のステータスを示す色は以下の通りです。

ステータス 色 内容

警告 赤 設定または外部信号を変更する必要があります。

注意 黄 問題が生じる可能性があります。

注意（進行中） 黄（ドット付き） 自動的に解決される一時的な問題があります。

ルーティングなし 黄緑 出力セクション：空の信号が出力されています。

入力の問題 黄緑 出力セクションのスタンバイ画面：出力されていますが、入
力に問題があります。

良好 緑 すべてが問題なく機能しています。

無効 グレー 機能がモニターできない、または無効にされています。
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3.	 ハードウェア

スタンバイ・スイッチ

チャンネル・ラベルとメータ表示

コントロール・セクション

ワード・クロック端子

MIDI 端子

MADI コアキシャル

アナログ・ライン出力端子

ネットワーク接続端子

MADI SFP

USB 2.0 タイプ B端子

電源入力端子

3.4章

3.6章

3.9章

3.17章

3.16章

3.14章

3.14章

3.11章

3.15章

3.18章

3.10章
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3.1	 ハードウェア仕様
RME M-32 DA Pro II-D

寸法 440 x 44 x 243 mm

重量 2.8 kg

梱包サイズ 560 x 315 x 115 mm

準拠 CE、FCC、WEEE、RoHS

電源 45W AC 100 ～ 240V（2系統）

消費電力 通常時 25W、スタンバイ時 0.5W

3.2	 パッケージ内容
RME Audio JP 製品ページの「同梱物」をご参照ください。

3.3	 電源オン
M-32 DA Pro II-D は、リア・パネルに電源スイッチ、フロント・パネルにスタンバイ・スイッチを備えます。

M-32 DA Pro II-D の電源を投入するには：

1.	 片方また両方の電源入力端子に電源ソースが確実に接続されていることを確認します。

2.	 リア・パネルの電源スイッチを「I（下側）」に切り替えます。スタンバイ・スイッチの LEDが点灯しま
す（赤：スタンバイ、白：電源オン）。このときのスタンバイ・スイッチの色は、前回リアの電源スイッ
チが切られた、または電源ケーブルが外されたときの状態によって異なります。

3.	 スタンバイ・モードの場合は、スタンバイ・スイッチを押すことで機器が起動します。


M-32 DA Pro II-D は、フロント・パネルの一部またはすべての点灯を無効にするダーク・モー
ド機能を備えます。動作中でも電源がオフであるかのような外観で運用できる機能です。スタン
バイ・スイッチまたはエンコーダーを短く押すことでダーク・モードは一時的に解除されます。

https://rme-audio.jp/product/rme/m-32-pro-ii-d/package/
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3.4	 スタンバイ・スイッチ

スタンバイ・スイッチで、機器の電源オン /オフを行います。スタンバイ・モード時、スタンバイ・スイッチ
の点灯以外の電源が完全にオフになります。信号の処理や出力は無効になります。

動作：

•	 スタンバイ・モード時にスタンバイ・スイッチを一度押すと、機器が起動し
ます。

•	 機器動作時にスタンバイ・スイッチを数秒間長押しすると、機器の電源が
オフになります。

3.5	 スタンバイ・インジケーター
スタンバイ・スイッチは、機器の状態によって以下の通りに点灯します。

点灯なし
•	2 つの電源入力端子のいずれにも電源が供給されていない。
•	リア・パネルの電源スイッチがオフに設定されている。
•	ダーク・モードが有効。

常時点灯（赤）
•	機器は電源オフであるが、いずれかの電源入力端子から電源が供給されている。

常時点灯（白）
•	機器が電源オン。すべてのシステムが正常に動作中。

赤と白が交互に点灯
•	何らかの問題が発生中。4つの表示セクション（STATE、INPUT、OUTPUT、
CLOCK）のいずれかで警告が表示されている場合の動作。
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3.6	 チャンネル・ラベルとメーター表示

フロント・パネルのチャンネル・ラベルは任意にカスタマイズできます。一時的にラベルを変更することも
簡単に可能です。アナログ接続の切断を瞬時に確認することができます。

M-32 DA Pro II-D はフロント・パネルに 32個のラベルを備え、各アナログ出力の状況を表示します。バッ
クライト LEDが緑、黄、赤に変化し、各チャンネルの現在のレベルを確認できます。

3.7	 メーター・バックライトの色および色の濃さ
以下の表は、信号レベルとバックライト色の関係を示しています。各値はフル・スケール（入力の基準レベル）
に相当します。

色 色名 dBFS

緑 -54（暗い場所で辛うじて認識できる）
-20 ( 明るい緑 )

黄 -5（濃い黄）

オレンジ -4

赤 -1

赤（早い点滅） 0（少なくとも連続した 3サンプル）

赤（遅い点滅） 出力ミュート
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3.8	 チャンネル・ラベルの変更
フロント・パネルのチャンネル・ラベルは、特別な道具を使わずに変更できます。32個のすべてのラベルは、
1枚のシートに書き込まれています。

	Ü ラベルの変更は、以下の通り行います。

1.	 フロント・パネル左の溝に指先を入れ、カバーをゆっくりと手前に持ち上げます。

2.	 カバーと機器の間に挿入されているラベル・シートを抜き取ります。

3.	 新たなラベル・シートを挿入します。

4.	 中央の磁石にシートの穴を合わせて位置を調整し、カバーをゆっくりと元に戻します。磁石に合わせて
カバーを戻し指を離します。


ラベルを頻繁に変更する必要がある場合は、ラベル・シートをご自身で印刷することも可能で
す。RME Audio JP のウェブサイトにて、PDFテンプレートがダウンロードできます。印刷
する用紙は、裏側から LEDの光が十分に透ける薄さの紙を選択すると良いでしょう。

3.9	 コントロール・セクション
M-32 DA Pro II-D は、フロント・パネルから設定変更ができます。

フロント・パネルでの設定は、液晶ディスプレイのメニューから行います。ディスプレイに隣接するエンコー
ダー・ノブを用いて、カーソル操作や設定の変更が可能です。
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エンコーダーを押すと、項目を確定できます。

また左右にエンコーダーを回すと、項目を選択できます。


機器の電源がオンの状態でディスプレイに何も表示されてない場合は、ダーク・モードが有効
になっている可能性があります。ダーク・モードはエンコーダーを回すことで一時的に無効と
なり、ディスプレイ表示が復帰します。 

3.10	電源
M-32 DA Pro II-D は 2系統の電源ユニット（PSU）を内蔵します。リア・パネルのPSU 1、PSU 2 と記
載された IEC C14 電源入力端子から電源を入力します。電源入力は幅広い電圧に対応し、さまざまな電源
ソースを使用出来ます。ショート保護機能やライン・フィルターを備え、電圧変動を制御し電源の干渉を抑
制します。


電源入力端子のラベルは、フロント・パネル側から見た向きで番号が振られています。これに
よりアクティブな電源ソースの特定をディスプレイを見ながら直感的に行うことが可能です。

電源入力端子の隣にある電源スイッチは、C14インレットと電源ユニットを内部的に切断します。したがっ
て電源スイッチ・オフ時もグラウンドおよびニュートラルは接続されたままとなります。

ロック機能付き IECプラグ

電源入力端子は、ロック機能を備える電源ケーブルを使用可能です。
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3.11	アナログ・ライン出力端子

M-32 DA Pro II-D のリア・パネルは、Tascam® ピン配列に準拠するアナログ出力端子（LINE Out と表示）
を備えます。



短絡保護された低インピーダンス・バランス・ライン出力（D-Sub 端子）はサーボ・バランス
で動作しません。アンバランス機器を接続する際は、出力の 3番ピン（コールド）が未接続で
あることをご確認ください。グランドに接続すると THDの減少（歪みの増加）と、消費電力
の増加の原因となります！

3.12	D/Aコンバーターの仕様
ライン出力 1～ 32

•	 解像度：24 bit

•	 チャンネル毎の出力レベル切替：+24 dBu、+19 dBu、+13 dBu @ 0 dBFS

•	 出力 DCカップリング、完全対称信号経路（トゥルー・バランス）

•	 出力インピーダンス：200Ωバランス、100Ωアンバランス

•	 SN比 (SNR) @ +13 / +19 / +24：116 dB RMS unweighted、 119 dBA

•	 SN比 (SNR) @ +13 dBu：116.0 dB RMS unweighted、 119.0 dB(A)

•	 SN 比 (SNR) @ +19 dBu：116.3 dB RMS unweighted、 119.3 dB(A)

•	 SN 比 (SNR) @ +24 dBu：116.5 dB RMS unweighted、 119.8 dB(A)

•	 周波数特性@ 44.1 kHz、-0.1 dB：0 Hz ～ 20 kHz

3.13	アナログ・ライン・レベル
M-32 DA Pro II-D は、以下の基準レベルに設定可能です。

基準 0 dBFS +4 dBuのヘッドルーム 他のRME機器

+24 +24 dBu 20 dB -

+19 +19 dBu 15 dB LoGain

+13 +13 dBu 9 dB +4 dBu


+24 設定時、M-32 DA Pro II-D は RP 155:2014（SMPTE Recommended Practice）
に準拠して動作します。
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3.14	MADI 端子
M-32 DA Pro II-D のリア・パネルは、コアキシャルおよびSFP MADI （AES10-2003）端子を備えます。

各入力は、最大 64チャンネルのオーディオ信号に対応します。Auto Input 機能（「8.1.2 2 系統の同一
MADI 信号を用いたリダンダント運用」参照）を用いることで、オプティカルおよびコアキシャル入力を一
つの入力端子として使用することも可能です。

コアキシャルBNC端子は、インピーダンス 75Ωのコアキシャル・ケーブルに対応します。

SFP（small form-factor pluggable）端子は、LC端子による 125 Mbit/s 伝送に対応し、波長 1,310 nm
のマルチモード（MM）またはシングルモード（SM）ケーブルを使用できます。これらは別売りです（「4. 
アクセサリー」参照）。

SFPモジュールは、トランスミッター（▼）かレシーバー（▲）かを見分けるためのインジケーターを備えます。
モジュールの挿入および取り外しは、機器の電源がオンの状態でも可能です（ホットプラグ）。取り外しは、
ケーブルが接続されていない状態で行う必要があります。一体化したワイヤー・ラッチを外側に倒してから
引っ張ることで、ロックを解除し取り外します。



SFP モジュールのワイヤー・ラッチは色付けされています。黒は最も良く使われるマルチモー
ド・モジュール、青は長距離伝送が可能なシングルモードを意味します。シングルモード・ト
ランシーバーをマルチモード・トランシーバーに接続することも可能ですが、信頼性は劣りま
す。これを避けるため、接続機器が光ケーブルの仕様と一致していることを常に確認してくだ
さい。

いずれの端子も、入力信号の種類と状態を INPUT セクションにて確認できます。

各端子への入力信号の有無は、次の場合に表示されます。

•	 入力ポートがクロック・マスターとして選択されている。

•	 オーディオ・チャンネルがOUTPUT セクションでルーティングされている。

ウェブ・リモートでは、入力信号の種類と状態をCLOCK セクションにて確認できます。
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3.15	ネットワーク接続
M-32 DA Pro II-D のリア・パネルには、イーサネット接続用のRJ45 端子NET (PRI) およびNET (SEC)
を備えます。対応リンク速度は 1 Gb/sおよび 100 Mb/sです。

緑色の LED（LINK）はリンクの確立を示します。黄色の LED（ACT）はネットワークのトラフィックを
点滅で示します

ストレート・ケーブルおよびクロスオーバー・ケーブルに両方に対応します（Auto MDI-X）。Cat 5e 以上
のケーブルを使用する場合、最大 100メートルのケーブルを使用できます。

ネットワーク・ポートは以下の送受信が可能です。

•	 最大 64チャンネルのDante® ネットワーク信号

•	 IP ネットワーク経由の HTTPによるリモート・ステータス表示 / コントロール

現在のリンク状況は、M-32 DA Pro II-D のディスプレイにも表示されます。スタンバイ画面に表示される
2つのネットワーク・ポート・アイコンを用いて、以下のステータスを確認できます。

アイコン 内容

非リンク - ケーブル未接続

他の終端機器とリンク接続中

100 MBit/s によるリンク	
（オーディオ・ストリーム非対応）

1 GBit/s でリンク確立
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3.15.1	イーサネット・ポートを組み合わせる（スイッチ・モード）
2 つ の イー サ ネットポートは、Dante Controller のDevice View > Network Config > Dante 
Redundancy にて設定できます。複数のM-32 DA Pro II-D をデイジー・チェーン接続する場合など、両方の
ポートを同じネットワークに接続する場合は、設定をSwitched に変更する必要があります。初期設定では、各
ポートが２つの別々のネットワークのうち1つに接続するように設定されています（Redundancy）。

本体がプライマリ・ポートとセカンダリ・ポートを内部で接続するように設定さ
れている場合（スイッチ・モード）、2つのポートに接続されたデバイスはお互い
に通信でき、M-32 DA Pro II-D とも通信できます。この場合、メニューではネッ
トワーク・ポートの間に線（'-'）が表示されます。

3.16	MIDI 端子
M-32 DA Pro II-D は、MIDI 接続またはMIDI over MADI 信号経由で SysEXコマンドによる制御が可能で
す。MIDI ブレイクアウト・ケーブルが製品に同梱されます。

図1. MIDI ブレイクアウト・ケーブル配線図


M-32 DA Pro II-D は、MIDI ⇔ MIDI over MADI コンバーターとして使用することはできま
せん。SysEx リモート・コントロール情報以外のMIDI 信号を伝送しません。

3.17	ワード・クロック
BNC端子に 75Ωコアキシャル・ケーブルを接続することで、ワード・クロック信号を送受信できます。最
大 100 mのケーブルを使用可能です。


ワード・クロック入力は、75Ω内部終端抵抗を備えます。他の機器にワード・クロックを送信
するには、ワード・クロック出力を使用します。ワード・クロック入力端子に T字アダプタを接
続しないでください。
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	Ü 本体ディスプレイでは、ワード・クロック入力信号の状況をCLOCK セクションから確認できます。

表示されるステータス：

•	 信号がクロック・マスターによって同期されている場合、緑色のインジケーターが表示されます。

•	 ワード・クロックを受信しているが同期が確立できない場合、オレンジ色のインジケーターが表示され
ます。

•	 ワード・クロックがマスターとして設定されているが信号が入力されていない、またはサンプル・レー
トが異なる場合、赤色のインジケーターが表示されます。

3.18	USB 2.0 タイプB端子
ウェブ・リモートは、リア・パネルのUSB端子経由で使用することも可能です。これによりネットワーク接
続が得られない環境でもウェブ・リモートを利用できます。

M-32 DA Pro II-D とMicrosoft Windows™ またはApple macOS™ オペレーティング・システムを搭載
したコンピューターを標準的なUSB 2.0 ケーブルで接続すると、OS内蔵の汎用ドライバーにより、仮想
USBネットワーク・アダプターが自動的にインストールされます。http://172.20.0.1をブラウザから開
くことで、M-32 DA Pro II-D をリモート・コントロールすることができます。

 USB経由でオーディオ信号をストリームすることはできません。


一度に USB 経由でホスト・コンピューターに接続できるのは、M-32 AD Pro、M-32 
DA Pro、M-32 AD Pro II（D）、M-32 DA Pro II（D）、12Mic、12Mic-D、AVB Tool、
M-1610 Pro、M-1620 Pro（D）のうち一つのデバイスのみです。
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3.19	ラック・アダプターの取り付け
本製品を 19インチ・ラックにマウントする場合は、はじめにラック・アダプターを本体に取り付ける必要
があります。

アダプターを 2本のネジで本体に取り付けます。


必ず付属のネジをご使用ください。付属のネジより長いネジを用いた場合、機器を損傷する恐
れがあります！


ラック・アダプター無しで直接本体にネジを取り付けるのはおやめください。機器損傷の恐れ
があります。
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4.	 アクセサリー
M-32 DA Pro II-D は、以下の純正アクセサリーを使用できます。

部品番号 内容

アナログ・ブレイクアウト・ケーブル

AO25-8XPro3 アナログ・ブレイクアウト・ケーブル (25-pin D-sub - XLR オス（x 8）、3 m)

AO25-8XPro5 アナログ・ブレイクアウト・ケーブル (25-pin D-sub - XLR オス（x 8）、5 m)

AO25-8XPro10 アナログ・ブレイクアウト・ケーブル (25-pin D-sub - XLR オス（x 8）、10 m)

19インチXLRブレイクアウト・パネル

DTOX-16 O XLR出力（x 16）- D-Sub（x 2）

SFPモジュール

MADI-SFP-MM MADI オプティカル・マルチモード・モジュール、2 km、LC、SCアダプター
付属

MADI-SFP-SM MADI オプティカル・シングルモード・モジュール、20 km、LC、SCアダプター
付属

MADI オプティカル ･ケーブル

MADI1S MADI オプティカル・ケーブル、シンプレックス、SC-SC、1 m

MADI3D MADI オプティカル・ケーブル、シンプレックス、SC-SC、3 m

MADI6D MADI オプティカル・ケーブル、シンプレックス、SC-SC、6 m

MADI10D MADI オプティカル・ケーブル、シンプレックス、SC-SC、10 m

MADI20D MADI オプティカル・ケーブル、シンプレックス、SC-SC、20 m

MADI50D MADI オプティカル・ケーブル、シンプレックス、SC-SC、50 m
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5.	 Dante 接続
M-32 DA Pro II-D は、既存のネットワーク・インフラを利用して非圧縮オーディオ・チャンネルを伝送でき
る Audio-over-IP (AoIP)ソリューションDante® に対応しています。

ネットワーク・コントロール

Dante® ネットワークでは、機器同士の接続は専用のソフトウェア Dante® Controllerで管理されます。
Dante Controller は、Audinate® 社のウェブサイトから豊富なドキュメントや教材とともに無料でダウン
ロード可能です。

https://my.audinate.com/support/downloads/download-latest-dante-software

 ダウンロードにはユーザー登録が必要です。

Dante Controller は、M-32 DA Pro II-D と同一ネットワークに接続されているコンピューターにインス
トールする必要があります。接続すると、Dante Controller の各メイン・タブ（Routing、Device Info、
Clock Status、Network Status）に、M-32 DA Pro II-D がデバイスとして表示されるようになります。

機器のコントロール

ネットワークで送受信できるチャンネル数は、最大 64 チャンネルです（サンプル・レート 48 kHz、1 
GigE ネットワーク接続時）。入力されるアナログまたはデジタル信号から、Dante 出力信号への内部ルー
ティングを作成する必要があります。このルーティング設定は、機器本体またはブラウザー・ベースのリモー
ト・コントロールで設定できます。

Dante ネットワークにおけるクロックについて

Dante は通常、接続された機器の同期を自動的に処理します。

同一ネットワークに複数の機器が接続されている場合、ある機器が「リーダー」となり、他の機器は「フォ
ロワー」となります。特定の機器を優先させてリーダー（preferred leader）に指定できますが、それを確
実に動作させるにはネットワーク上でその機器だけが唯一優先リーダーとして指定されている必要がありま
す。そのため、Dante Controller を使って、「最初に電源が入る機器」または「電源が常にオンの機器」な
どの優先リーダーの設定 / 確認を行う必要があります。

M-32 DA Pro II-D がリーダーとして機能する場合は、内部クロック・オシレーターによる基準クロック、
もしくは入力されるMADI またはワード・クロック信号のいずれかをクロックとして使用できます。
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5.1	 リモートから機器を識別する
複数台のM-32 DA Pro II-D を同一ネットワーク内で使用する場合は、各機器を個別にリモート・コントロー
ルできます。ウェブ・リモートは、識別コマンドを機器に送信する機能を備えます。これにより、どの機器
が選択されているかをすばやく確認可能です。コマンドを受信した機器のフロント・パネルのレベル・メー
ターが、アニメーション表示で受信を表します。

	Ĥ ウェブ・リモートを用いての機器の識別は、以下の手順で行います。

1.	 M-32 DA Pro II-D のウェブ・リモートをブラウザで開きます（「7.5.1 ネットワーク上の機器を検出」
参照）。

2.	 識別アイコン  をクリックします。該当する機器のディスプレイに確認メッセージが表示されます。

3.	 同じアイコンを再度押すと、アニメーションが停止します。

5.2	 デバイス名の変更
Dante®ネットワークでは、各機器とそれぞれのオーディオ・チャンネルの識別にデバイス名が使用されます。
受信機器が受信中のオーディオ・チャンネルがどの機器から送信されたのかを認識できないため、デバイス
名はネットワーク上でユニークな名称である必要があります。そのため、M-32 DA Pro II-D には工場出荷
時に固有のデバイス名がつけられています（例：M32-012ABC）。デバイス名は、Dante Controller での
み変更できます。

	Ü 本体で現在のデバイス名を確認するには

1.	 STATE セクションのSystem Information タブを開きます（「2.3 ディスプレイとエンコーダーを使
用する」参照）。

 デバイス名は、ウェブ・リモートのURLの一部にもなっています。
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6.	 クイック・スタート（Dante）
以下の手順に従い、まずは使ってみましょう！

1. STATE セクションから、Preset 16
（Factory Preset（工場設定））を選択します。

2. CLOCK セクションでサンプル・レートを選
択し、現在のクロック・ソースとしてDante
が選択されていることを確認します 。

3. OUTPUTセクションのアナログ設定タブで、
基準レベルを必要に応じて設定します。

4. OUTPUT セクションのルーティングタブ
アナログ出力のデジタル入力ソースとして
Dante を選択します。

 これで設定は完了です！Dante Controller を使用して、他のDante デバイスからの信号をM-32 DA 
Pro II-D に接続できるようになりました。これらの信号はその後、アナログ出力へとルーティングされます。



Japanese Edition：Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.Japanese Edition：Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.

 STATE セクション | 28

7.	 STATEセクション
STATE セクションでは、オーディオ I/O やクロック以外の機能に関する設定や機器のステータス情報にア
クセスできます。電源の警告やプリセット、ダーク・モード、レベル・メーターやリモート・コントロール
に関する設定が可能です。

電源のリダンダント運用時に片方の電源が有効でない場合、警告（赤）が表示されます。プリセットが変更
された場合や、ウェブ・リモートに IP アドレスが割り当てられていない場合、ダーク・モードが有効の場合
などは、通知（オレンジ）が表示されます。

7.1	 電源のステータス

STATE セクションのアイコンは、2系統の電源入力端子のどちらに電源が供給され
ているかを示します。電源の状況は、リアルタイムにアイコンに反映されます。無効
な電源入力端子はグレーで表示されます。


電源ケーブルが左右に並ぶアイコンは、本体正面から見たリア・パネルの並びに合わせて電源
入力端子を示しています。 

	Ü 本体ディスプレイでの電源ステータスを表示するには

1.	 STATE セクションの電源タブ（電源ケーブルのアイコン）を開きます。

2.	 電源が入力されている PSUは、active とステータス表示されます。

	Ĥ ウェブ・リモートで電源ステータスを表示するには

1.	 機器とコンピューターをUSBまたはネットワーク・ケーブルで接続し、ウェブ・リモートを開きます。

2.	 電源アイコンをクリックすると、現在の電源のステータスが表示されます。
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7.1.1	 電源異常の通知
2 系統の電源入力のいずれかに異常が検知された場合、警告が表示されます。

ディスプレイでは、電源アイコン上部に赤いバーが表示されます。

PSU 2 の電源異常の例

	Ü 本体ディスプレイで警告表示を有効にするには：

1.	 STATE セクションの電源タブ（電源ケーブルのアイコン）を開きます。

2.	 Redundancy スイッチをOn に設定します。

 警告は、現在の状態のみを表示します。過去の電源損失は記録されません。

	Ĥ ウェブ・リモートで警告を有効にするには

1.	 STATE セクションのPower Loss Warning のスイッチをOnに設定します。

7.2	 プリセット
設定の変更は、本体に永続的に保存されます。電源を落とした場合も、再び電源投入後M-32 DA Pro II-D
は最後の設定状態に復帰します。また、1～ 15と番号付けされたプリセットを保存することも可能です。
プリセット読み込み後に設定を変更すると、ステータスが未保存に変化します。

未保存のプリセット（本体）


内蔵プリセットは、ファームウェアのアップデートによってリセットされることはありません。
また、Factory Preset（初期設定のプリセット）は他のプリセットで上書きすることはでき
ません。
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プリセットに保存されない設定項目

以下の設定項目は、プリセットに保存されません。

•	 オートロック

•	 ロック・コード

•	 リモート・コントロール

•	 固定 IP/DHCP設定

•	 MIDI リモート・コントロール ID

7.2.1	 プリセットの保存
M-32 DA Pro II-D は、内蔵ストレージに最大 15個のプリセットを保存できます。

	Ü 本体ディスプレイでは、以下の方法でプリセットを保存します。

1.	 STATE セクションのプリセット・タブ（フロッピー・ディス
クのアイコン）を開きます。カーソルがプリセット番号をハ
イライト表示します。

2.	 エンコーダーを回し、目的のプリセット番号を選択した後、
エンコーダーを押します。

3.	 Save を選択した状態でエンコーダーを押すと、プリセット
が保存されます。

	Ĥ ウェブ・リモートでは、以下の方法でプリセットを保存します。

1.	 ウェブ・リモートを開きプリセット・タブを選択します。
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ステータス・インジケーターおよび Preset タブ

現在のプリセットとステータス

選択中のプリセット

プリセットの保存

2.	 左の列のプリセット名  をクリックしてプリセットを選択します。

3.	 Save ボタン  を押します。

7.2.2	 プリセットのロード
M-32 DA Pro II-D は、内蔵ストレージに保存された最大 15のプリセットを読み込むことができます。


プリセットの読み込みはアンドゥできません。重要な設定がある場合、別のプリセットに保存
されていることを確認してください。


プリセットにはデバイス名も保存されます。現在のデバイス名と異なる名前がプリセットに保
存されている場合、プリセットを読み込むことでデバイス名が変更されますのでご注意くだ
さい。

	Ĥ 本体ディスプレイでは、以下の方法でプリセットを読み込みます。

1.	 STATE セクションのプリセット・タブ（フロッピー・ディスクのアイコン）を開きます (「2.3 ディス
プレイとエンコーダーを使用する」参照 )。

2.	 現在のプリセット番号にカーソルを合わせ、エンコーダーを押します。

3.	 エンコーダーを回して目的のプリセットを選択した後、エンコーダーを押します。

4.	 カーソルをLoad に合わせ、エンコーダーを押します。
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	Ĥ ウェブ・リモートでは、以下の方法でプリセットを読み込みます。

1.	 ウェブ・リモートを開きプリセット・タブを探します。

ステータス・インジケーター

選択中のプリセットとステータス

Load（またはRevert）ボタン

2.	 ドロップダウン・メニュー  からプリセットを選択します。

3.	 Load ボタン  を押します。

7.2.3	 Factory Default（工場出荷時の初期設定）を読み込む
工場出荷時の初期設定は、Factory Preset (16 番目のプリセット )として内蔵ストレージに格納されてい
ます。このプリセットは、上書きできません。

工場出荷時の初期設定を読み込むには、Factory Preset と書かれた 16番目のプリセットを読み込みます。


Factory Preset を読み込むことで他のプリセットが削除されることはありません。また、
Factory Preset によってSTATE セクションの lock 設定が変更されることもありません。
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7.3	 機器ロック
M-32 DA Pro II-D は、意図的または事故による設定変更を未然に防ぐ機能を備えます。機器をロックする
ことで、本体での設定変更を無効にする機能です。解除コードを付与することもできます。ロックを有効に
すると、ディスプレイに鍵アイコンが表示されます。

機器ロックは本体ディスプレイの操作に対してのみ有効です。リモート・コントロール経由でのアクセスを
制限することはできません。また、機器ロックのオン／オフ設定はプリセットに保存されません。


4 ～ 6桁の解除コードを設定できます。解除コードを忘れると機器のロック解除が不可能にな
ります。解除コードを忘れた場合は、サポート窓口にお問い合わせください。

7.3.1	 機器をロックする

	Ü 機器をロックするには、以下の手順で行います。

1.	 STATE セクションのロック・タブ（鍵のアイコン）を開きます（「2.3 ディスプレイとエンコーダーを
使用する」参照）。

2.	（オプション）Set Code：4～ 6桁の解除コードをエンコーダーで入力します。

3.	（オプション）Auto Lock：ディスプレイ操作 1分後に自動的に機器をロックします。

4.	（オプション）Lock Device Now：すぐに機器をロックします。



Set Code の解除コードは必ずメモしておいてください。ロック解除には解除コードが必要で
す。解除コードを万が一忘れた場合は、RME Audio JP にお問い合わせいただくことで、ロッ
クを解除できるもう一つのコード（PUK）をお送りします。PUKの発行には購入証明書とシ
リアル番号が必要です。

コードをリセットするには、解除コードにカーソルを合わせエンコーダーを押します。No code が表示さ
れればコードがリセットされたことを意味します。

ロックおよびロック解除は、フロント・パネルでのみ行えます。リモート・コントロールからロック設定を
行うことはできません。
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7.3.2	 機器ロックの解除
機器ロックを一時的に解除するには

1.	 エンコーダーを 4秒間押し続けます。

2.	（コードが設定されている場合は）エンコーダーを用いてコードを入力しDone を選択します。

ディスプレイの操作から 1分が経過すると機器は再びロックされます。

機器ロックを完全に解除するには

1.	 上記の手順後、

2.	 STATE セクションのロック・タブ（鍵のアイコン）を開きます。

3.	 Autolock のトグル・スイッチを OFF に設定します。

4.	（オプション）解除コードにカーソルを合わせエンコーダーを押すと、解除コードが削除されます。

ロックおよびロック解除は、フロント・パネルでのみ行えます。リモート・コントロールからロック設定を
行うことはできません。

7.4	 フロント・パネルの点灯

7.4.1	 ダーク・モード
フロント・パネルに搭載される 3つの LED点灯機能は、必要に応じて個別に無効に設定できます。

いずれかの項目をオフにすると、STATE セクションにオレンジ色のバーが表示され
ます。

	Ü フロント・パネルの点灯は、以下の方法で再び有効にします。

1.	 同じメニュー項目を開き、目的のスイッチを On に設定します。


エンコーダーを回す、もしくは押すことで、フロント・パネルの点灯を一時的に復帰させるこ
とができます。エンコーダーの操作後、5秒間で再び消灯します。

	Ĥ ウェブ・リモートからフロント・パネルの点灯を無効に設定するには：

1.	 ウェブ・リモートを開き、機器に接続します（「7.5 リモート・コントロールの概要」参照）。
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ステータス・インジケーター

ビジュアル・フィードバックのステータス

フロント・パネルのダーク・モード

グローバル・メーター・オプション

ピーク／オーバー・ホールドのリセット

2.	 目的のトグル・スイッチをオフにすると、機器の点灯が無効になります。

7.4.2	 メーター表示をピーク・モードまたはRMSモードに変更する
メーター表示は、瞬間的なピーク・レベル表示と、平均値を遅めに示す RMSレベル表示を用途に応じて選
択できます。

	Ü 本体でのメーター・モード変更は、以下の方法で行います。

1.	 STATE セクションのビジュアル・フィードバック・タブ（目玉
のアイコン）を開きます。

2.	 Metering にカーソルを合わせ、エンコーダーを押します。

3.	 目的に応じてPeak またはRMS を選択し、エンコーダーを押
します。
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	Ĥ ウェブ・リモートでのメーター・モード変更は、以下の方法で行います。

1.	 ウェブ・リモートを開き、機器に接続します（「7.5.1 ネットワーク上の機器を検出」参照）。

2.	 STATE セクションのビジュアル・フィードバック・タブ（目玉のアイコン）を開きます。

3.	 Global Metering の項目をPeak またはRMS に設定します。


この設定はグローバル設定です。フロント・パネルとウェブ・リモートいずれのメーター表示
にも反映されます。

7.4.3	 クリップ通知とピーク・ホールド
M-32 DA Pro II-D のフロント・パネルおよびウェブ・リモートでは、信号の最大レベルを記録し表示させる
ことができます。また、3サンプルの連続したデジタル・フル・スケール（0 dBFS）をクリップとして検知
します。最大レベルまたはクリップが表示される長さは、5秒または無制限（手動でリセット）に設定可能
です。

 この設定は、本体ディスプレイとウェブ・リモートのいずれにも反映されます。

本体ディスプレイでは、レベル・メーターの上部のクリップ・インジケーターが
レベル・オーバーを通知します。

	Ü 本体ディスプレイでクリップ表示をオン／オフするには：

1.	 STATE セクションのビジュアル・フィードバック・タブ（目玉
のアイコン）を開きます。

2.	 OVR Hold を以下のいずれかに設定します。

	ㅤ 5s：警告を 5秒表示
	ㅤ On：手動でリセットされるまで警告を表示
	ㅤ Off：警告表示なし

	Ü 本体ディスプレイでフル・スケールの表示をリセットするには

1.	 STATE セクションのGlobal Meters タブでビジュアル・フィードバック・タブ（目玉のアイコン）を
開きます。

2.	 Reset をカーソルで選択し、エンコーダーを押します。

ウェブ・リモートでは、レベル・メーター上部にクリップが表示されます。ポート画面が開かれている場合は、
小さなポート・レベル・メーターと大きなレベル・メーターの両方でクリップが表示されます。
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	Ĥ ウェブ・リモートでクリップ表示をオン／オフするには：

1.	 Visual Settings タブを開きます。

2.	 Peak + OVR Hold を以下のいずれかに設定します。
	ㅤ Auto Reset：警告を 5秒表示
	ㅤ Manual：手動でリセットされるまで警告を表示
	ㅤ Off：警告表示なし

	Ĥ ウェブ・リモートでクリップ表示をリセットするには

1.	 Visual Settings タブにて、 reset ボタンを押します。

7.4.4	 デジタル入力信号のメーター表示
信号が適切に受信、ルーティングされているかを確認するため、デジタル入力信号を視覚的にメーター表示
することができます。すべてのレベル・メーターは IEC 60268-18 のスケーリングに準拠し、RMSレベル
と独立したピーク・インジケーターを備えています。ピーク・ホールドの時間は、「7.4.3 クリップ通知とピー
ク・ホールド」で設定可能です。

	Ü 本体ディスプレイでデジタル・レベル・メーターを表示させるには：

1.	 INPUT セクションを開きます（「2.3 ディスプレイとエンコーダーを使用する」参照）。

	Ĥ ウェブ・リモートでは、各入出力ポートにレベル・メーターを備えます。

各ポートを開くと、より詳細に値を確認できる大きなレベル・メーターが表示されます。
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7.5	 リモート・コントロールの概要
M-32 DA Pro II-D は、リモート・コントロールに対応します。この機能は初期設定で有効に設定されてい
ます。またプリセット変更や機器ロックによってリモート・コントロールが無効になることはありません。



リモート・コントロール・プロトコルは、悪意のある利用者に対する保護機能がありません。
リモート・コントロール機能を有効にすると、リモート・コントロール・サーバーは機器設定
の変更をすべての利用者に許可します。アクセスを制限するには、機器が接続されたネットワー
クを保護してください。

7.5.1	 ネットワーク上の機器を検出
M-32 DA Pro II-D は、3種類のネットワーク・アダプター（USB 2.0 およびデュアル・イーサネット）を
備えます。

各アダプターは、個別または同時に使用することができ、HTTP経由で機器のコントロールが可能です（ウェ
ブ・リモート）。ウェブ・リモート・コントロールは、無線ネットワークを含むあらゆる IP ベースのネットワー
クで使用できます。

	Ü HTTP経由のウェブ・リモートを有効にするには、

1.	 STATE セクションのリモート・タブ（リモコンのアイコン）を開きます。

2.	 HTTP Remote スイッチが On に設定されていることを確認します。

USB

M-32 DA Pro II-D を USB 2.0 で Apple macOS™ またはMicrosoft Windows™ コンピューターに接続
すると、ネットワーク・デバイスが自動的にインストールされ、以下の IP アドレスが割り当てられます。

http://172.20.0.1


一度に USB 経由でホスト・コンピューターに接続できるのは、M-32 AD Pro、M-32 
DA Pro、M-32 AD Pro II（D）、M-32 DA Pro II（D）、12Mic、12Mic-D、AVB Tool、
M-1610 Pro、M-1620 Pro（D）のうち一つのデバイスのみです
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イーサネット

M-32 DA Pro II-D のプライマリまたはセカンダリ・ポートをネットワークに接続すると、ネットワーク上
に存在するDHCPサーバーによって、IP アドレスが自動的に割り当てられます。DHCPサーバーが見つか
らない場合は、デバイスは、リンクローカルアドレスを自動的に割り当てます（169.254.0.0/16 サブネッ
ト内）。このアドレスを使用してデバイスに接続することが可能です。

	Ü 現在の IP アドレスを確認するには、

1.	 STATE セクションのネットワーク・タブ（ネットワーク・ポートのアイコン）を開きます。

2.	 各ネットワークの現在の IP アドレスが表示されます。

3.	 該当するネットワークの IP アドレスを、ブラウザのアドレス ･バーに入力します。

IP アドレスを使わずにリモート・インターフェイスに接続する。

IP アドレスの代わりにデバイス名に「.local/」を加えたURLをブラウザのアドレス・バーに入力すること
も可能です。

現在のデバイス名は、スタンバイ画面のCLOCK とOUTPUT の間に表
示されます。表示スペースに収まらない場合は省略名が使用されます。

この情報は、STATE セクションの Info タブにも表示されます。

初期設定では以下の様な固有のデバイス名が設定されており、Dante® 
Controller で確認することができます。

http://M32-012ABC.local/


デバイス名は、Dante Controller で変更できます。文字数は 32文字以内である必要があり
ます。また最初と最後の文字にハイフン（“-”）は使用できません。


一部のOSやブラウザーでは、「local」ドメインの後ろにドット「.」を追加する必要があります。
例：http://M32-012ABC.local./
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7.5.2	 固定 IP アドレスの割り当て
各ネットワークポートに対して固定 IP アドレスを割り当てることができます。これにより、同じサブネッ
ト内の IP アドレスを持つ他のデバイスが、固定 IP アドレスを使用してM-32 DA Pro II-D にアクセスでき
るようになります。


固定 IP アドレスの設定は保持され、プリセット（または工場出荷時プリセット）を読み込ん
でも削除されません。

手動で IPアドレスを割り当てる手順：
1.	 STATE セクションのネットワーク・タブを開きます。

2.	 PRI IP Address またはSEC IP Address のいずれかを選択
します。​

3.	 IP アドレスおよびサブネットマスクを入力するウィンドウが表
示されます。IP アドレスは、「Static」に切り替えることで設
定できます。

4.	 新しい IP アドレスを適用するには、デバイスの電源をオフに
してからオンにします。

 Dante Controller を使用して、IP アドレスの変更をすることも可能です。

7.5.3	 ウェブ・リモート
M-32 DA Pro II はウェブ・サーバーを内蔵し、機器を簡単に遠隔操作できるウェブ・インターフェイスを提
供します。ウェブ・リモートの使用には、ネットワーク接続されたコンピューターまたはタブレット・デバ
イスと最新のウェブ・ブラウザーが必要です。

互換性のあるブラウザー：

•	 Chrome 127
•	 Firefox 127
•	 Edge 127
•	 Safari 17.0

およびWebGLをサポートするそれ以降のバージョン。
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ウェブ・リモートの概要

ファームウェアのアップデート

リモートから機器を識別する

ウェブ・マニュアルへのリンク（英語）

電源のステータス

プリセット

フロント・パネルの点灯

出力へのルーティング

CLOCKセクション

INPUTセクション

アナログ出力

OUTPUTセクション

2.2章

5.1章

7.1章

7.2章

7.4章

9.1章

10.1章

8章

9.2章

9章
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7.5.4	 JSON（OSC）リモート・コントロール

ここでは、Sennheiser® Sound Control プロトコルに基づいてモデル化されたリモート・コントロール
の方法について解説します。この技術の背景となる情報に関する詳細は、Sennheiser® のウェブサイト
をご参照ください。

M-32 DA Pro II-D は、HTTP POST リクエストによるリモート・コントロールに対応します。各リクエス
トは、オープン・サウンド・コントロール（OSC）プロトコルに基づいた JSONオブジェクトを含むペイロー
ド・データをやり取りします。

たとえば、機器が接続されたコンピューターのターミナル・アプリケーション（Microsoft Windows™ 
PowerShell または Apple macOS™ ターミナル）で cURLが利用でき、以下のコマンドが実行されると、
機器全体のスキーマが JSONオブジェクトとしてリクエストされます。

要求：
curl --header "Content-Type: application/json" --request POST --data 

'{"osc":{"schema":null}}' M32-012ABC.local/api/v2/self

応答：
{

    "osc": {

        "schema": {

            "osc": {

                "version": null,

                "schema": []

            },

            "device": {

                "entity_id": null,

                "entity_model_id": null,

                "entity_capabilities": null,

                "entity_name": null,

                "vendor_name": null, (1)

                "model_name": null,

                "firmware_version": null,

                "group_name": null,

[... continues]

(1)	 "vendor_name" オブジェクト

このスキーマは、メーカー名などのパラメーターを識別するために使用されます。空の値 nullを送信すると、
要求されたオブジェクトの現在の値を返します。
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
スキーマの最初の 2つのレベル（{"osc": {"schema": {…​}}}）は省略する必要があります。カプ
セル化されたオブジェクト（device、input、output、routingなど）のみが使用されます。

接続された機器の「Vendor_name」オブジェクトをリクエストするには、以下のコマンドを実行します。
ここでは、より詳細に説明します。

要求されたベンダー名 :
curl \  (1)

 --header "Content-Type: application/json" \ (2)

 --request POST \ (3)

 --data '{"device": {"vendor_name": null }}' \ (4)

M32-012ABC.local/api/v2/self (5)

(1)	 HTTP POST リクエストを送信するための cURLコマンド

(2)	 ヘッダ： application/json

(3)	 リクエスト・タイプ　"POST"

(4)	 機器に送信される JSONオブジェクト、「null」は現在の値を取得

(5)	 API へのパスを備える、ネットワーク上での機器のURLまたは IP

上記コマンドを実行すると、以下の様な結果が返ります。

{"device":{"vendor_name":"RME Audio"}}


ウェブ・リモート・アプリケーション全体が、このプロトコルに基づき動作します。ブラウザー
の開発ツールの「Network」タブを用いることで、ウェブ・リモート使用時に機器に送信される
ペイロード・データを読むことができます。

すべての機器の値は、対応する JSONオブジェクトを送信することで取得する必要があります。単体のオ
ブジェクトで複数の値を取得 /設定することができます。

アナログ入力1～ 4の位相反転を有効にする
--data {"input":{"analog":{"1":{"phase":true},"2":{"phase":true},"3":{"phase":

true},"4":{"phase":true}}}}
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7.5.5	 JSON(OSC) インプリメンテーション・チャート

/osc/schema

TX: {"osc": {"schema": null}}

RX: {"osc": {"schema": {[...]}}}

機器全体のスキーマを取得します。「{"osc": {"schema":{」および対応する「}}}」を除くことで、機器の現
在のすべての値を確認することができます。

/device

クロック、I/O、ルーティング以外の機器全体のステータスを対象とするオブジェクト

/device/entity_id

TX: {"device": {"entity_id": null}}

RX: {"device": {"entity_id": "0x480bb2fffed70300"}}

EUI-64 エンティティ IDを文字列として返します。

/device/entity_name

TX: {"device": {"device_name": null}}

RX: {"device": {"device_name": "M-32 DA Pro II-D"}}}

現在のデバイス名を取得します。

/device/vendor_name and /device/model_name

TX: {"device": {"vendor_name":null,"model_name":null}}

RX: {"device": {"vendor_name":"RME Audio","model_name":"M-32 DA Pro II-D"}}

メーカーおよび製品名を取得します。

/device/firmware_version

TX: {"device": {"firmware_version":null}}

RX: {"device": {"firmware_version":"1.3.1"}}

機器にインストールされているファームウェアのバージョンを表示します。

/device/psu/state

TX: {"device": {"psu": {"state": null}}}

RX: {"device": {"psu": {"state": [true, true]}}

内蔵電源のステータスを返します。
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/device/psu/redundancy_alert

TX: {"device": {"psu": {"state": null}}}

RX: {"device": {"psu": {"state": false}}

TX: {"device": {"psu": {"state": true}}}

trueに設定すると、片方の電源が動作しない場合に警告を表示します。以下のオブジェクトに反映されます。

RX: {"device": {"psu": {"soundness": {"state": "Good"}}}}

/device/levelmeters

TX: {"device": {"levelmeters": {"mode": null}}} (1)

RX: {"device": {"levelmeters": {"mode": "rms"}}} (2)

TX: {"device": {"levelmeters": {"mode": "peak"}}} (3)

(1)	 現在表示されているレベル・メーター値を取得

(2)	 応答 : 現在の値を「rms」単位で取得

(3)	 レベル・メーターをピーク・モードに設定

TX: {"device": {"levelmeters": {"over_hold": null}}} (1)

RX: {"device": {"levelmeters": {"over_hold": "off"}}} (2)

TX: {"device": {"levelmeters": {"over_hold":"auto"}}} (3)

(1)	 クリップ通知のステータスを取得

(2)	 応答 : 現在の値は「off」

(3)	 クリップ・ホールドの設定（「on」、「auto」（自動リセット）、「off」から設定可）

TX: {"device": {"levelmeters": {"over_reset": true}}} (1)

(1)	 クリップ通知が表示中の場合、すべてのチャンネルの通知をリセット。

/device/dark_mode

TX: {"device": {"dark_mode": {"display": null}}} (1)

RX: {"device": {"dark_mode": {"display": false}}} (2)

TX: {"device": {"dark_mode": {"display": true}}} (3)

(1)	 ダーク・モードのステータスを取得

(2)	 応答 : 現在表示が有効、ダーク・モードが無効

(3)	 ダーク・モードを「true」に設定
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TX: {"device": {"dark_mode": {"power_led": null}}} (1)

RX: {"device": {"dark_mode": {"power_led": false}}} (2)

TX: {"device": {"dark_mode": {"power_led": true}}} (3)

(1)	 電源 LEDのダーク・モードのステータスを取得

(2)	 応答 : LEDが有効、ダーク・モードが無効

(3)	 LEDを消灯

TX: {"device": {"dark_mode": {"levelmeter_leds": null}}} (1)

RX: {"device": {"dark_mode": {"levelmeter_leds": "on"}}} (2)

TX: {"device": {"dark_mode": {"levelmeter_leds": "dim"}}} (3)

(1)	 フロント・パネルのレベル・メーター LEDのステータスを取得

(2)	 応答 : LEDが有効、ダーク・モードが無効

(3)	「dim」または「off」に設定可

TX: {"device": {"dark_mode": {"soundness": null}}} (1)

RX: {"device": {"dark_mode": {"soundness":"Inactive"}}}

(1)	 前述の設定のオン /オフのステータスを取得


/dark_mode/display または /dark_mode/power_led が true、または /dark_mode/
levelmeter_leds が "off" のとき、通知は「Caution」に設定されます。

/device/preset

TX: {"device": {"preset": {"current": null}}} (1)

RX: {"device": {"preset": {"current": 0}}} (2)

(1)	 現在のプリセットを取得

(2)	 応答 : 現在のプリセットが未保存（0）もしくは 1～ 16のいずれかが選択された状態

TX: {"device": {"preset": {"loaded": null}}} (1)

RX: {"device": {"preset": {"loaded": 16}}} (2)

(1)	 最後に読み込まれたプリセットを取得

(2)	 応答 : 現在のステータスはプリセット 16（または 1～ 15）を元にしている

TX: {"device": {"preset": {"soundness": null}}} (1)

RX: {"device": {"preset": {"soundness": {"state":"Notice","cause":"PresetChang

ed"}}}} (2)

(1)	 プリセットのステータスを取得

(2)	 応答：注意：現在のプリセットが変更されている
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TX: {"device": {"preset": {"save": 4}}} (1)

RX: {"device": {"preset": {"save": 4}}} (2)

(1)	 現在の機器ステータスをプリセット 4（または 1～ 15）に保存

(2)	 応答 : 現在のステータスがプリセット 4に格納された

TX: {"device":{"preset":{"recall": 5}}} (1)

RX: {"device":{"preset":{"recall": 0}}} (2)

(1)	 プリセット 5（または 1～ 16。16はファクトリー・プリセット）を読み込む

(2)	 応答 : プリセットが読み込まれた

/device/health

TX: {"device": {"health": {"temperatures": {"core": null}}}} (1)

RX: {"device": {"health": {"temperatures": {"core":339.0}}}} (2)

(1)	 CPUコアの温度を取得

(2)	 応答 : 単位はケルビン

/device/dante_ptp_mute

TX: {"device": {"dante_ptp_mute": null}} (1)

RX: {"device": {"dante_ptp_mute":false}} (2)

(1)	 現在のDante PTP ミュートの状態を取得

(2)	 応答（boolean）

/clock

/clock/sampling_rate

TX: {"clock": {"sampling_rate": null}} (1)

RX: {"clock": {"sampling_rate": 44100} (2)

(1)	 ユーザーが設定した現在のサンプル・レートを取得

(2)	 応答 : 単位はHz
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/clock/word_clock_single_speed

TX: {"clock": {"word_clock_single_speed": null}} (1)

RX: {"clock": {"word_clock_single_speed": false} (2)

TX: {"clock": {"word_clock_single_speed": true}} (3)

(1)	 ワードクロック・シングル・スピードの状態を取得

(2)	 応答（boolean）

(3)	 ワード・クロック出力をシングル・スピードに設定

/clock/source

TX: {"clock": {"source": null}} (1)

RX: {"clock": {"source": "internal"} (2)

TX: {"clock": {"source": "wordclock"}} (3)

(1)	 ユーザーによって設定された現在のクロック・ソースを取得

(2)	 応答 : 機器がマスター

(3)	 クロック・ソースをワード・クロックに設定（設定可能な値は、clock/sources/　を参照）

/clock/reference_clock

TX: {"clock": {"reference_clock": null}} (1)

RX: {"clock": {"reference_clock": "madi_coaxial"}} (2)

(1)	 内蔵クロックの現在のクロック・ソースを取得

(2)	 応答

clock/sync_to_external

TX: {"clock": {"sync_to_external": null}} (1)

RX: {"clock": {"sync_to_external": }} (2)

(1)	 Sync To External の状態を取得

(2)	 応答（boolean）

/clock/preferred_leader

TX: {"clock": {"preferred_leader": null}} (1)

RX: {"clock": {"preferred_leader": }} (2)

(1)	 Preferred Leader の状態を取得

(2)	 応答（boolean）
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/clock/dante_clock_status

TX: {"clock": {"dante_clock_status": null}}  (1)

RX: {"clock": {"dante_clock_status":

      {"is_leader":true,"ptp_grandleader":[72,0,1,255,254,2,3,4]}}}} 

    } (2)

(1)	 Dante Clock の状態を取得

(2)	 応答：leader、grandleader EUI-64

/clock/soundness

TX: {"clock": {"soundness": null}} (1)

RX: {"clock": {"soundness": {"state":"Good"}}} (2)

RX: {"clock": {"soundness": {"state":"Warning","cause":"ClockMasterNoSync"}}} 

(3)

(1)	 クロック・セクション全体のステータスを取得

(2)	 すべてが適切に同期中。

(3)	 外部クロック同期に問題があります。

/clock/sources/( ソース )

設定可能なソース：

dante

internal

wordclock

madi_coaxial

madi_optical

各ソースには 3つのキー（rate、sync、 soundness）とオブジェクトを含まれ、個別に取得する必要があ
ります。

TX: {"clock": {"sources": {"dante": { "rate": null, "sync": null, "soundness": 

null }}}}

RX:

  {"dante":

    {

      "rate":48000, (1)

      "sync":true, (2)

      "soundness":{"state":"Good"} (3)

    }

  }
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(1)	 /rate 入力段の現在のサンプル・レート

(2)	 /sync 同期ステータス

(3)	 /soundness 健全性

TX: {"clock": {"sources": {"madi_coaxial": {"rate": null}}}} (1)

RX: {"clock": {"sources": {"madi_coaxial": {"rate": 44100}}}} (2)

(1)	 MADI コアキシャル入力のサンプル・レートを取得

(2)	 現在のサンプル・レートは 44.1 kHz

/input

入力チャンネルの設定を表示

/input/madi

MADI 入力のステータスおよび設定（/clock/sources/madi_…​とは別）

RX: {"input": {

      "madi": {

        "auto_input": false, (1)

        "coaxial": {

          "soundness": {

            "state":"Good" (2)

          }

        },

        "optical": {

          "soundness": {

            "state":"Inactive" (3)

          }

        }

}

(1)	 MADI 入力の自動入力（リダンダント）

(2)	 MADI コアキシャル入力のステータス

(3)	 MADI オプティカル入力のステータス

boolean 値を用いて自動入力の有効 /無効を設定できます。

TX: {"input": {"madi": {"auto_input": true}}}
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/input/dante

TX: {"input": {"dante": { "soundness": null } }}

RX: {"input": {"dante": { "soundness": {"state":"Inactive"}}}} (1)

(1)	 入力 Dante 信号の健全性（ルーティングされていない場合は「Inactive」）

/output

/output/phones

フロント・パネルのヘッドフォン出力の設定

{"output":{

  "phones": {

      "soundness": { (1)

          "state":"Unrouted"

      },

      "1": { (2)

          "gain": -126.5, (3)

          "mute": false (4)

      },

      "2": {

          "gain": -126.5,

          "mute": false,

          "mode": "linked" (5)

      }

}}}

(1)	 TX：なし、RX：ヘッドフォン出力のステータス

(2)	 1 = 左、2 = 右

(3)	 現在のゲイン値（TX：null、-126.5 ～ 0）

(4)	 出力ミュートのステータス（TX：null、true、false）

(5)	 出力モード：バランス、リンク、独立
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/output/analog

{"output":{

    "analog": {

        "soundness": { (1)

          "state": "RoutedButIssuesWithInput",

          "cause": "InputNoLock"

          },

        "1": { (2)

          "type": "analog_ref", (3)

          "reference_level": 13, (4)

          "mute": false, (5)

          "label": "Analog Out 1" (6)

        },

        "2": {[...]},

        [...]

        "32": {[...]}

         } } }

(1)	 アナログ出力の健全性

(2)	 チャンネル番号

(3)	 出力タイプ

(4)	 基準レベル（dBu）

(5)	 ミュートのステータス

(6)	 チャンネル・ラベル

/output/madi

{"output": {"madi": {

        "mode": 64, (1)

        "framesize": 48, (2)

        "coaxial": {

            "soundness": { (3)

                "state":"Unrouted"

            }

        },

        "optical": {

            "soundness": {

                "state":"Unrouted"

}}}}}
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(1)	 56 チャンネルまたは 64チャンネル・フレーム（TX：null、56、64）

(2)	 48k または 96k フレーム（TX：null、48、96）

(3)	 健全性

/output/dante

TX: {"output": {"dante": { "soundness": null } }}

RX: {"output": {"dante": { "soundness": {"state":"Good"}}}} (1)

(1)	 出力 Dante 信号の健全性

/routing

すべての出力チャンネルは「port」オブジェクト内でキーとして示されます。["inputport", チャンネル番号 ]
を出力チャンネルに加えることで、ルーティングを作成できます。

"routing": {

    "madi_coaxial": { (1)

        {"1": (2)

          [ 

            "dante", (3)

            1 (4)

          ]

        },

}

(1)	 TX：phones、(analog)、madi_coaxial、madi_optical、dante

(2)	 TX：1～ 64：現在のポートにおける出力チャンネル番号

(3)	 TX/RX：null、上述のポート

(4)	 TX/RX：入力チャンネル番号
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7.6	 ファンの回転数と温度のモニタリング
M-32 DA Pro II-D は 3つの温度センサーを内蔵し、機器内部の温度に応じてファンの回転数を調整します。

ファンの回転数は、3種類のプロファイルで制御できます。

•	 Off

•	 Cool

•	 Normal

ファン・ノイズを最小限に抑えるため、まずは適切な周囲温度と本体周辺の空気の流れ（特に底面と側面）
を確保することをお勧めします。M-32 DA Pro II-D を高温環境で使用する場合は、ファン・プロファイル 
Cool を使用することで、機器内部の排気を改善できます。静かな環境では、機器の内部温度が過熱したと
きにだけファンを起動する Off を使用できます。

7.6.1	 ファン・プロファイルの調整
	Ü 本体ディスプレイで現在のファン・プロファイルを変更するには：

1.	 STATE セクションを開きます（「2.3 ディスプレイとエンコー
ダーを使用する」参照）。

2.	 エンコーダーで温度 /ファン・タブ（温度計のアイコン）を開
きます。

3.	 目的のファン・プロファイルを選択します。

	Ĥ ウェブ・リモートで現在のファン・プロファイルを変更するには：

1.	 メニューを開きます（「7.5 リモート・コントロールの概要」参照）。

2.	 エンコーダーで温度 /ファン・タブを開きます。

3.	 目的のファン・プロファイルを選択します。
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7.7	 アンチエイリアス・フィルター
アンチエイリアス・フィルターは、ナイキスト周波数（サンプル・レートの半分の周波数）付近の帯域を減
衰させるローパス・フィルターで、デジタル変換時のエイリアス・ノイズを防ぐことができます。Sharp フィ
ルターは、カットオフ周波数までは直線的な周波数特性を維持しますが、カーブが急激に変化するため、リン
ギングが生じがちです。対照的に、Slow フィルターはカーブが緩やかであり、高音域がわずかに減衰する
場合があるため、標準的なサンプル・レートで聴き取れる場合もあります。その反面リンギングがほとんど
ないため、完璧に近いインパルス応答を得ることができます。

初期設定のM-32 DA Pro II-D では、標準的なサンプル・レート（44.1 kHz、48 kHz）では低遅延の
Sharp フィルターが、高サンプル・レート（88.2 kHz、96 kHz 以上）では低遅延のSlow フィルターが
適用されます。ただし、フィルター設定は入力と出力の両方でグローバルに調整できます。高音域でリニア
な周波数応答を確保したい場合（測定など）などに役立つ設定です。

エイリアス・フィルターは、以下の 4種類を選択できます：

•	 	Slow

•	 	Sharp

•	 	Short-Delay Slow ( サンプル・レート 48 kHz 以下の初期設定 )

•	 	Short-Delay Sharp (88.2 kHz 以上の初期設定 )

Short-Delay 有りのフィルターは、変換処理全体の遅延を数サンプルに押さえる IIRフィルターです。Short-
Delay 無しの2つのフィルターはFIRフィルターであり、全周波数帯域にわたってリニアな位相を提供します。

7.7.1	 エイリアス・フィルターの変更
エイリアス・フィルターの設定はプリセットに保存され、プリセットをロードする際に呼び出されます。初期設定
ではAuto に設定されており、シングル・スピードでは急峻なロールオフのアンチエイリアス・フィルターが適用さ
れ、ダブル・スピードおよびクアッド・スピードでは緩やかなロールオフのフィルターが適用されます。

	Ü 本体ディスプレイでエイリアス・フィルターを変更するには：

1.	 STATE セクションを開きます（「2.3 ディスプレイとエンコーダーを使用する」参照）。

2.	 エンコーダーでフィルター・タブを開きます。

3.	 目的のエイリアス・フィルターを選択します。
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	Ĥ ウェブ・リモートで現在のエイリアス・フィルターを変更するには：

1.	 アナログ・チャンネル・グループをクリックしてチャンネルを表示
します。

2.	 対応するアナログ・チャンネル・グループ内に表示されるアイ
コンをクリックします。エイリアス・フィルターを変更するための
ダイアログが表示されます。

3.	 目的のエイリアス・フィルターを選択します。


エイリアス・フィルターは、入力および出力の両方の変換フィルターに適用されます。入出力
で別々のフィルターを選択することはできません。

 フィルターを変更した際、瞬間的なノイズが出力される場合があります。

7.8	 デバイス情報
STATE セクションには、情報タブ（「i」アイコン）があります。

ここでは、現在の機器名、ファームウェアのバージョンを確認する
ことができます。

情報タブは機器本体にのみ表示されます。
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8.	 INPUTセクション
INPUT セクションでは、オーディオ入力の確認と設定を行います。クロック・マスターのソースにデジタ
ル信号が入力されていない、または出力にルーティングされてはいるが信号が入力されていないか、または
クロック・マスターに同期していない場合、警告が表示されます。MADI 自動入力などの設定もここで行い
ます。

8.1	 MADI 入力
M-32 DA Pro II-D は、2系統のMADI 信号（BNC、SFPオプションの LC入力）に対応します。

MADI 信号を接続するには：

1.	 CLOCK セクションで、現在のサンプル・レートとクロック・
ソースを確認します。

2.	 目的のMADI 端子にケーブルを接続します。

3.	 INPUT セクションのMADI タブを開き、LOCK および
SYNC が確立されたかを確認します。

8.1.1	 高サンプル・レートでのMADI
MADI 規格（AES10）は、チャンネル数を減らすことで 48 kHz 以上のサンプル・レートによるオーディオ
伝送が可能です。

ダブル・スピード（88.2 kHz、96 kHz）

ダブル・スピードのオーディオ信号は 2種類の方法で伝送できます。機器メーカーは、「96k フレーム」、「S/
MUX 2」または「レガシー」モードと呼ばれるこれらの伝送方法を実装することができます。S/MUX 2
とレガシー・モードは互換性が無いため、送信機器と受信機器で同じモードを使用する必要があります。い
ずれのモードもオーディオ信号はそのまま伝送されます。

96kモード

受信側では、いわゆる「96k フレーム・パターン（AES10）」が自動的に検出されます。このモードでは、
フレーム番号と対応するユーザー・ビットがチャンネル数に該当します。「56 Ch」設定は 88.2 kHz およ
び96 kHzで28オーディオ・チャンネルに相当します。「64 Ch」設定は88.2 kHz および96 kHzで32オー
ディオ・チャンネルに相当します。
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S/MUX2

サンプル・マルチプレクシング（S/MUX 2）は、2つの連続したサンプルを隣接するチャンネルに分割して
伝送を行います。このときMADI信号は、ユーザー・ビットを含む56または64チャンネルのシングル・スピー
ド時とまったく同じです。受信機器はチャンネル 1+2のサンプルをチャンネル 1の連続したサンプルとし
て、チャンネル 3+4のサンプルをチャンネル 2の連続したサンプルとしてデコードします。チャンネル数
は 96k フレーム時と同じです。このフォーマットは、受信機器で自動検出ができません。

クアッド・スピード（176.4 kHz、196 kHz）

クアッド・スピードMADI は、フレーム・フォーマットが規格化されていません。したがって、S/MUX 4
が使用されます。エンコードの仕組みはS/MUX 2と同様です。4つの隣接したチャンネルが1本のオーディ
オ・チャンネルの伝送に使用されます。そのため使用可能なチャンネルは 14（「56 ch」設定）または 16（「64 
ch」設定）に制限されます。


MADI 使用時は、入力MADI 信号のサンプル・レートと出力MADI 信号のフレーム・フォーマッ
トを機器側で設定する必要があります。

8.1.2	 2 系統の同一MADI 信号を用いたリダンダント運用
コアキシャルMADI 入力は、信号が途切れた場合に自動的にオプティカルMADI 入力に切り替わるように
設定できます。このときコアキシャルMADI 入力のルーティングやクロック設定は引き継がれると同時に、
ポート名がMADI Auto Input に変更されアイコンもリダンダントを表す表示に変化します。アクティブ
な入力信号の同期が突然切断された場合でも、フェイルオーバーはシームレスに動作します（1本のケーブ
ルが切断された場合など）。

信号が切断されると警告メッセージが表示され、冗長性を再確立することができます。



シームレスなフェイルオーバーを実現するには、2系統のMADI 信号の内容が同一である必要
があります。ただしフェイルオーバーの際にM-32 DA Pro II-D が入力ステータスとして参照
するのは、SYNC およびLOCK のステータスのみです。したがって同期している限り、2系
統の異なる信号をM-32 DA Pro II-Dに送信できてしまうことに注意しておくと良いでしょう。
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	Ü 本体ディスプレイでMADI リダンダントを設定するには：

1.	 INPUT セクションのcoaxial タブでEnable MADI redundancy を有効にします。ポート名が
MADI Auto Input に変更されます。

2.	 MADI Auto Inputを目的の出力にルーティングします。

3.	 MADI Auto Input に同期する場合は、CLOCK セクションにてMADI Auto Input をクロック・マ
スターに設定してください。

4.	 2 系統のMADI 信号を同一のオーディオ・ソースに接続します。

	Ĥ ウェブ・リモートで、MADI リダンダントを設定するには：

1.	 ルーティング・ビューでMADI Coaxial 入力ポートを開きます。

2.	 開いたポート内に表示されるアイコンをクリックします。

3.	 Auto Input トグル・スイッチをON に設定します。
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8.2	 Dante 入力
M-32 DA Pro II-D への接続は、Dante® Controller を使用して作成 /確認できます。Dante Controller は、
「5. Dante 接続」に記載された手順でダウンロードできます。

ウェブ・リモートでは、Dante 入力は以下のような画面で表示され、すべてのDante 入力信号のオーディオ・
レベルを確認できます。

すべてのDante入力信号は、任意の出力チャンネルに内部接続することが可能です。現在のルーティングは、
入力と出力間をつなぐ線で表示されます。

Dante 経由で受信する信号は、INPUT セクションに表示されます。

Dante 入力チャンネルがどこにルーティングされているかは、本体画面の INPUTセクションで確認するこ
とはできません。ルーティングは出力ポート内で作成 /確認できます。
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9.	 OUTPUTセクション
OUTPUT セクションにて、内部ルーティング・マトリクスおよび出力の状況を設定 /確認できます。ルー
ティングは、各出力に任意の入力をアサインすることで設定します。ルーティングが設定されると、設定さ
れた入力は INPUT セクションで自動的にロックと同期がモニターされます。

例：

OUTPUT セクションにて、MADI Optical 1-12 がDante® channel 1-12 のソースとして選択されて
いるとします。M-32 DA Pro II-D がクロック・マスターに設定されていますが、入力MADI 信号が適切に
同期されていません。この場合、INPUT セクションに警告が表示されます。尚、MADI Optical がどの出
力にもルーティングされていない場合は、無効な信号、または信号が無くても警告は表示されません。


ウェブ・リモートを用いることで、出力と入力の接続状況がすばやく確認できます。すべての
アクティブな接続が 1画面に表示されます。

本体ディスプレイのOUTPUTセクション

本体ディスプレイでは、エンコーダーを用いることでルーティングを含む出力信号に関するすべての情報の
確認と設定が可能です。

ウェブ・リモートのOUTPUTセクション

ウェブ・リモートの出力ポート表示は、ルーティング用インターフェイスを備えます。出力ポートは画面下
にアイコンで表示されます。ルーティング設定は、入力チャンネルと視覚的に接続されることで表示されま
す。各ポートを選択すると、出力レベル、各種設定、詳細なルーティングを確認できます。
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9.1	 出力へのルーティング
M-32 DA Pro II-D の各出力チャンネルは、あらゆる入力信号を受け取ることができます。ルーティング設
定の変更も簡単に行えます。Factory Default プリセット（16）には、ルーティングが設定されていません。


ルーティングを設定すると、設定したデジタル入力のモニタリングが即座に有効になります。
信号が入力されない、または同期が確立されていない場合は、警告メッセージが表示されます。

以下は、MADI コアキシャル出力チャンネルへのルーティング手順です。他の出力チャンネルも同様の手順
で設定できます。

	Ü 本体ディスプレイでMADI 出力のルーティングを設定するには：

1.	 OUTPUT セクションを開きます。

2.	 エンコーダーを回し、MADI コアキシャルを選択します。Route Signals to MADI Coaxial/Optical 
Output のメッセージがディスプレイに表示されます。

3.	 エンコーダーを押し、ルーティングを開きます。カーソルが、設定できる最初のチャンネル・ブロック
を選択しています。

4.	 エンコーダーを回し目的のチャンネル・ブロックを選択した後、エンコーダーを押してソース信号の選
択を行います。

5.	 再びエンコーダーを回しソース信号を選択します。Not routed を選択すると、現在のルーティング
をリセットします。Cancel を選択すると、ソース選択はキャンセルされルーティング設定が保持され
ます

	Ĥ ウェブ・リモートでMADI 出力のルーティングを設定するには：

1.	 タイトル・バーで該当するアイコンを押してルーティング・モードに入ります。

2.	 出力ポートでMADI コアキシャルをクリックします。

3.	 クリックまたはドラッグで個別または一連のチャンネルを選択します。チャンネルが青色にハイライト
され、矢印ハンドルが表示されます。

4.	 入力ポートが閉じている場合は、ハンドルを入力ポートへドラッグすると、自動的にポートが開きます。

5.	 ハンドルをソース・チャンネル・ストリップへドラッグすると、チャンネルが信号ソースとして選択さ
れます。



Japanese Edition：Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.Japanese Edition：Copyright© 2026 Genelec Japan Inc.

 OUTPUTセクション | 63

9.2	 アナログ出力
M-32 DA Pro II-D のライン ･レベル出力は、+13 dBu、+19 dBu、+24 dBu の基準レベルに対応します。
各チャンネルは基準レベルを個別に設定できます。リモートから設定することも可能です。さらにすべての
（または個別の）チャンネルのミュートも可能です。

初期設定の状態では、デジタル入力とアナログ出力は接続されていません。4つの出力チャンネル・グルー
プが、接続／同期された任意のデジタル入力信号を受信できます。

コンバーターは、すべてのサンプル･レートでShort Delay IIRフィルターを適用可能です。シングル･スピー
ドでは、フラットな特性を持つ Short Delay ‘Sharp’ フィルターが使用されます。ダブルおよびクアッド ･
スピードでは、可聴範囲全体でフラットな特性を持ちトランジェント特性に優れた short delay ‘slow’ が使
用されます。これらのフィルターは STATEメニューで変更できます。

9.2.1	 ライン・レベル出力の調整
	Ü 本体ディスプレイで出力ライン ･レベルを調整するには

1.	 OUTPUT セクションのアナログ出力タブ（D-Sub 端子のアイコン）を開きます。

2.	 カーソルがすべての出力チャンネルを選択しています。すべてのチャンネルを変更する場合は、エンコー
ダーを回して現在の基準レベルを選択します。

3.	 個別のチャンネルを設定する場合はエンコーダーを押してから回し、目的のチャンネルを選択します。

カーソル（現在のチャンネル）

入力基準レベル

4.	 現在のライン ･レベルにカーソルを合わせ、エンコーダーを押します。

5.	 エンコーダーを回して設定を変更した後、エンコーダーを押します。
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	Ĥ ウェブ ･リモートで出力ライン ･レベルを調整するには：

1.	 チャンネル・ストリップをクリックし、目的のアナログ出力
チャンネルを選択します。選択したチャンネル・ストリップ
が青に変化します。

2.	（オプション）左または右にクリック＆ドラッグし、連続し
たチャンネルを選択します。

3.	 +13 dBu、+19 dBu、 +24 dBu のボタンから基準レベル
を選択します。設定を変更すると、レベル ･メーターの基
準レベル表示が変更されます。

9.2.2	 アナログ出力のミュート
	Ü 本体ディスプレイでアナログ入力をミュートするには：

1.	 OUTPUT セクションのアナログ出力タブ（D-Sub 端子のアイコン）を開きます。

2.	 カーソルがすべての出力チャンネルを選択しています。エンコーダーを押してから回し、カーソルを
ミュートしたいチャンネルに合わせます。

カーソル（現在のチャンネル）

チャンネル ･ミュート

3.	 Mute にカーソルを合わせ、エンコーダーを押します。
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	Ĥ ウェブリモートでアナログ入力をミュートするには：

1.	 チャンネル・ストリップをクリックし、目的のアナログ出力
チャンネルを選択します。選択したチャンネル・ストリップ
が青に変化します。

2.	（オプション）左または右にクリック＆ドラッグし、連続し
たチャンネルを選択します。

3.	 Mute スイッチを有効にします。ミュートされたチャンネル
は、レベル ･メーターにのミュート・アイコンが赤で表示さ
れ、ミュート状態であることを示します。

9.3	 MADI 出力
M-32 DA Pro II-D は、MADI 信号を常に出力します。出力ルーティングが設定されていない場合でも空の
ストリームが送出され、クロックに使用することができます。この場合、ステータス・インジケーターは薄
い緑色に表示されます。

MADI 出力のルーティング設定方法は、「9.1 出力へのルーティング」をご参照ください。

9.3.1	 出力チャンネルのフォーマットおよびフレーム・パターンの設定
受信側の機器の要件に応じて、MADI ストリームのチャンネル・フォーマットやフレーム・パターンを変更
可能です。

	Ü 本体ディスプレイで各MADI 出力フォーマットを変更するには：

1.	 OUTPUT セクションのMADIタブを開きます。

2.	 目的のチャンネル数に応じて56 Ch または64 Ch のトグル・スイッチを切り替えます。

	Ĥ ウェブ・リモートで各MADI 出力フォーマットを変更するには：

1.	 MADI 出力のルーティング・ビューを開きます。

2.	 Channel Mode（チャンネル・モード）のドロップダウン・メニューから目的のチャンネル数を選択し
ます。


56 chおよび 64 chは、ダブル・スピードの場合それぞれ 28/32 チャンネル、クアッド・スピー
ドの場合 14/16 チャンネルに相当します。
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	Ü 本体ディスプレイで各MADI 出力のフレーム・パターンを変更するには：

1.	 OUTPUT セクションのMADIタブを開きます。

2.	 88.2 kHz または 96 kHz を使用する場合は、96k Frame トグル・スイッチを有効にします。

	Ĥ ウェブ・リモートで各MADI 出力のフレーム・パターンを変更するには：

1.	 MADI 出力のルーティング・ビューを開きます。

2.	 Frame Format（フレーム・フォーマット）のドロップダウン・メニューから目的のフレーム・パターン
を選択します。


96 k フレーム設定は、サンプル・レート 88.2 kHz および 96 kHz のMADI 出力信号に適用
されます。その他のサンプル・レートの場合は、設定は無視され、出力信号は何も変化しません。


各MADI ポートに対して異なるフレーム・フォーマットを設定することはできません。片方の
ポートでフレーム・フォーマットを変更すると、他方のポートにも反映されます。

9.3.2	 MADI デイジー・チェーン
MADI はチャンネル数固定の単方向プロトコルです。2台以上のMADI 機器を接続する場合は、各機器を直
列に接続する必要があります。これは「デイジー・チェーン」と呼ばれる接続方法です。最初の機器の出力
を 2台目の機器の入力に接続し、さらに 2台目の機器の出力を 3台目の機器の入力に接続します。4台目
以降も同様に接続した後、最初の機器の入力に信号を接続します。

デイジー・チェーン接続を行う場合は、各機器のMADI 入力（上流の機器からの信号）に該当するオーディ
オ・チャンネルをMADI 出力（下流の機器への信号）へ受け渡す様に設定する必要があります。そうしないと、
各機器は新たなMADI 信号を生成してしまい、オーディオ信号を後続の機器に受け渡しません。


多くのRME製品はMADI 信号を自動的にスルーしますが、M-32 DA Pro II-D の場合は明示
的にこれを設定する必要があります。

信号を通過させるには、出力ルーティングの設定で目的のMADI 出力ポートとMADI 入力ポートを設定し
ます。

 MADI 入出力のレイテンシーは 4サンプルです。


M-32 DA Pro II-D は、全く新しい出力信号を生成します。いかなる埋め込み情報も受け渡し
ません。唯一の例外は SysEx メッセージ（MIDI over MADI を含む）です。MIDI リモート設
定で選択したポートで受け渡すことができます。
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9.3.3	 MADI ポートのミラーリング
MADI のリダンダント接続を行うと、1本のケーブルが切断した場合でもオーディオが切断されることなく
伝送を続けることができます。リダンダントを行うには、受信側の機器がMADI リダンダントに対応してい
る必要があります。また送信側の機器は、同じMADI 信号を 2系統のMADI 出力端子から出力する必要が
あります。通常はコアキシャル端子とオプティカル端子でこれを行います。

M-32 DA Pro II-D は、2系統のMADI 出力端子でルーティングを個別に設定可能です。「ミラーリング」
を設定するには、各出力端子を個別に設定する必要があります。各MADI出力で同じルーティング設定を行っ
てください。



通常、受信側の機器は、入力される 2本のMADI 信号が同じオーディオ・コンテンツを含むか
どうかにまで関与しません。したがってM-32 DA Pro II-D が異なる信号を 2つのMADI 端
子から出力したとしても、受信側の機器はリダンダントが適切に実行されているかのように振
る舞う可能性があります。リダンダントを設定する際は、必ず 2基の出力ポートから同じ信号
が出力されているかをご確認ください。

9.4	 Dante 出力
ウェブ・リモートでは、Dante 出力は以下のようなメーター画面で表示され、すべてのDante 出力信号のオー
ディオ・レベルを確認できます。

すべての入力信号は、任意のDante出力チャンネルに内部接続することが可能です。現在のルーティングは、
入力と出力間をつなぐ線で表示されます。

Dante 経由の信号はOUTPUTセクションで選択 /確認できます。

ルーティングの作成方法については、「9.1 出力へのルーティング」をご参照ください。

本体ディスプレイのDante セクションでは、設定可能な項目はありません。Dante 関連の設定は、すべて
Dante Controller（「5. Dante 接続」参照）で行う必要があります。
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10.	CLOCKセクション
CLOCKセクションでは、デバイスのサンプル・レートとクロック・ソースの確認／変更を行うことができます。

ウェブ・リモート

CLOCKセクション

Dante クロック・インジケーター

内部クロック・インジケーター

外部クロック同期のON/OFF

外部クロック・インジケーター

現在のリファレンス・クロックとサンプル・レート

動作サンプル・レートの選択

ワード・クロック出力のシングル・スピード設定

10.1	クロックのステータス
すべてのデジタル入力のクロックは SyncCheck™により監視され、CLOCK セクションに表示されます。
クロック・ソースに問題が検出されると警告（赤）が表示されます。接続された信号が同期されていない場
合、注意（オレンジ）が表示されます。信号が存在するが同期されず接続もされていない場合は、注意を促
すメッセージ（薄黄）が表示されます。信号が入力され同期しているが、ルーティング設定がされていない、
またはクロック・ソースとして選択されていない場合、メッセージ（薄緑）が表示されます。信号が存在しソー
スとして選択されている、またはルーティングと同期が確立している場合、確認通知（緑）で表示されます。
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
警告が発生すると、CLOCKセクションが赤くなり、問題のあるソースがスタンバイ・スク
リーンに表示されます。 

10.2	リーダー・クロック
M-32 DA Pro II-D のオーディオ信号は、初期設定で内部リファレンス・クロックに設定されています。他
のDante®機器と接続した場合、1台の機器がリーダー・クロックに選ばれ、他の機器はフォロワーとしてネッ
トワーク経由で同期されます。Dante ではリーダーの選定が自動化されているため、ユーザーによる操作は
不要です。

現在のステータスは、Dante Controller、ウェブ・リモート、本体ディスプレイで確認できます。

他の機器からMADI 信号を受信する場合、そのデバイスはM-32 DA Pro II-D と同じリファレンス・クロッ
クを使用する必要があります。通常M-32 DA Pro II-D から他のMADI 機器にMADI またはワード・クロッ
ク信号を接続します。接続された機器は、受信した信号をリファレンス・クロックとして使用するように設
定する必要があります。

代わりに、MADI やワード・クロックで接続された機器を外部リファレンス・クロックとして使用すること
も可能です。MADI機器の設定を変更できない場合に有効です。このとき、外部クロックは選択中のサンプル・
レートと一致し、M-32 DA Pro II-D がクロック・リーダーである必要があります。

10.2.1	外部クロックに同期する
	Ĥ ウェブ・リモートで基準クロックを設定するには：

1.	 CLOCK セクションにて、目的のクロックのボタンをクリックします。

2.	 ドロップダウン・メニューにあるSet as external Clock preference をクリックします。
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10.3	サンプル・レートの概要
M-32 DA Pro II-D は、以下のサンプル・レートに対応します。

対応サンプリング・レート

シングル・スピード 44.1 kHz 、48 kHz

ダブル・スピード 88.2 kHz 、96 kHz

クアッド・スピード 176.4 kHz 、192 kHz

10.3.1	チャンネル数
各ポートまたはストリームのサンプル・レートによる対応チャンネル数は以下の通りです。

各ポートにおけるオーディオ・チャンネル数とサンプル・レート

44.1 kHz 48 kHz 88.2 kHz 96 kHz 176.4 kHz 192 kHz

Dante® 64 64 32 32 16 16

MADI 56 Ch 56 56 28 28 14 14

MADI 64 Ch 64 64 32 32 16 16

MADI 56 Ch (96k frame) --- --- 28 28 --- ---

MADI 64 Ch (96k frame) --- --- 32 32 --- ---


本機は 2系統のMADI 端子を搭載するため、機器全体でのチャンネル数は 2倍になります。
アナログ・チャンネル数は、すべてのサンプル・レートで同一です。 


Dante チャンネル数は、ギガビット・イーサネット接続時の数値です。Dante は 100 MBit/s
のスイッチャーもサポートしていますが、上記のチャンネル数は半分以下に制限されます。そ
のためギガビット・イーサネット接続の使用を推奨します。 

10.3.2	サンプル・レートを選択する
	Ü 本体ディスプレイでサンプル・レートを変更するには：

1.	 CLOCK セクションを選択し、エンコーダーを押します。

2.	 エンコーダーを回し、現在のサンプル・レートを選択します。

3.	 エンコーダーを押します。左右の矢印が青色に変化し、エン
コーダーで設定が変更できることを示します。

4.	 エンコーダーを回し、目的のサンプル・レートに変更します。

5.	 エンコーダーを押すと、設定が確定されます。
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10.3.3	サンプル・レートの変更がルーティングに及ぼす影響
M-32 DA Pro II-D の各プリセットには、サンプル・レートに関わらず 1つのルーティング・テーブルを保
存します。サンプル・レートやMADI フレーム・モードを変更すると、それまでの設定によっては使用可能
な入出力チャンネル数が少なくなり、一部のチャンネルが非表示になる場合があります。この場合でも、ルー
ティング・テーブル自体が変更されることはありません。非表示となったチャンネルのルーティング設定は
保持されており、サンプル・レートを元の値に戻してチャンネル数が復元されると、ルーティング設定も元
の状態に復帰します。

例：96 kHz 32 チャンネルのルーティングが作成され、MADI コアキシャル入力 1-32 とMADI オプティ
カル出力 1-32 が接続されているとします。サンプル・レートが 176.4 kHz に変更され、56ch フレームが
有効になりました。これによりMADI コアキシャル入力の最初の 14チャンネルのみがオプティカル出力に
接続されます。次にサンプル・レートを 44.1 kHz または 48 kHz に変更すると、最初に設定した 32チャン
ネルのルーティング設定に復帰します。

10.4	ワード・クロック出力をシングル・スピードに設定する
48 kHz 以上のサンプル・レートを使用する場合、実際のサンプル・レートではなく、44.1 / 48 kHz のシン
グル・スピードでの同期が必要な場合があります。

サンプル・レート ワード・クロック・フル・	
スピード（初期設定）

ワード・クロック・シングル・	
スピード（オプション）

88.2 kHz 88.2 kHz 44.1 kHz

96 kHz 96 kHz 48 kHz

176.4 kHz 176.4 kHz 44.1 kHz

192 kHz 192 kHz 48 kHz

	Ü 本体ディスプレイでワード・クロック出力をシングル・スピードに設定するには：

1.	 CLOCK セクションを開きます。

2.	 WC Single Speed トグル・スイッチにカーソルを合わせ、
エンコーダーを押します。

	Ĥ ウェブ・リモートでワード・クロック出力をシングル・スピードに設定するには：

1.	 CLOCK セクションを開きます。

2.	 Word Clock Out Single Speed のトグル・スイッチをクリックして設定します。
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11.	保証とサポート

11.1	免責事項および保証について
M-32 DA Pro II-D は、製造工程全体に渡り品質管理が行われた上で、出荷前検査にパスした製品のみを出
荷します。そのため、本マニュアル記述における通常のご使用での不具合に限ってのみ、十分な保証をいた
します。

RMEの修理サービスは、保証期間中はお買い上げの販売店にて受け付けております。お買い上げの製品に
不具合がある場合は、ご購入された販売店までご連絡下さい。その場合、ご購入時のレシート等のご購入証
明が必要です。また、本体のシリアル番号をご確認させていただく場合がございます。破損の恐れがありま
すので、お客様ご自身で製品を開梱しないでください。本機は不正開封防止用のシールで密封されており、
そのシールが破損した場合、保証は無効となります。

正しく設置しなかったり、あるいは正しくお使いにならなかったために損傷した場合は保証の対象外となり
ます。この場合の交換ならびに修理は有償となります。

株式会社ジェネレックジャパンはいかなる性質の損害賠償請求、特に間接損害の賠償請求は受けかねます。
責任の範囲はM-32 DA Pro II-D の価値に限らせていただきます。

11.2	サポート
お問い合わせの前に、最新のファームウェアを使用しているかをご確認ください。

多くの問題と解決方法は、https://rme-audio.jp/ のサポート / FAQセクションに掲載されています。また、
ユーザー・フォーラム（https://forum.rme-audio.de）（英語）で解決できる場合があります。簡単なキーワー
ドで検索可能です。

上記の方法で解決できない場合は、シリアル番号をお調べの上、RME Audio JP にお問い合わせください。

11.3	お問い合わせ
サポート窓口：https://rme-audio.jp/support/
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12.	追補
商標全ての商標および登録商標はそれぞれの所有者のものです。

RMEは、RME Intelligent Audio Solutions 社の登録商標です。

SyncCheck、SteadyClock、ICC、Intelligent Clock Control、Digiface は RME Intelligent Audio 
Solutions 社の登録商標です。

Microsoft、Windows、Windows 7/8/10/11 はMicrosoft Corp. の登録商標です。

Apple、iOS、iPad およびmacOSは Apple Inc. の登録商標です。

Dante は Audinate Pty Ltd. の登録商標です。

Copyright © 2025 m2lab Ltd.

本マニュアルは、クリエイティブ・コモンズ - 表示 - 非営利 - 改変禁止 4.0 国際ライセンスのもとに提供さ
れています。

日本語ユーザーガイドについて

1.	 本ユーザーガイドの著作権はすべて本製品の製造元および株式会社ジェネレックジャパンに帰属し
ます。

2.	 本ユーザーガイドの内容の一部、または全部を株式会社ジェネレックジャパンの書面による承諾なしに
複写・転載、複製、送信、情報検索のために保存すること、および他の言語に翻訳することを禁じます。

3.	 本ユーザーガイドに記載されている事柄は、将来予告なしに変更することがあります。

4.	 本ユーザーガイドは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用することができます。

5.	 本ユーザーガイドを使用した結果の影響については、一切責任を負いかねますのでご了承ください。

6.	 本ユーザーガイドに記載されている会社名、製品名は、各社の商標および登録商標です。
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12.1	用語集
96k フレーム

サンプル・レート 88.2 kHz または 96 kHz のMADI ソース信号は、96k フレームにも対応します。こ
の場合、サンプル・レート 88.2 kHz または 96 kHz が受信の際に自動的に検出されます。96k フレー
ムが使用されない場合、またはより高いサンプル・レートが使用された場合は、MADI 規格には自動検
出機能がないため、受信側の機器を適切な倍率（x2、x4）に設定する必要があります。

ダブル・スピード
88.2 kHz または 96 kHz のサンプル・レート（シングル・スピード および クワッド・スピードと比較）

DHCPサーバー
ネットワーク・デバイスに対して IP アドレスを割り当てるためのサーバー。すべてのコンシューマー
向けWiFi ルーターは、プライベート・アドレスを割り当てるDHCPサーバー機能を備えます。通常は
192.168.0.x が使用されます。レイヤー 3でネットワーク機器と通信するには、そのネットワーク機
器の IP アドレスが必要になります。

MADI
AES 10 標準で策定されるマルチチャネル・デジタル・オーディオ・インターフェイス。最大 64チャン
ネルの非圧縮オーディオ信号をコアキシャルまたは光ファイバー接続で伝送します。

クワッド・スピード
176.4 kHz または 192 kHz のサンプル・レート（シングル・スピード および ダブル・スピードと比較）。

シングル・スピード
44.1 kHz または 48 kHz のサンプル・レート（ダブル・スピード および クワッド・スピードと比較）。

ワード・クロック
75 Ωのターミネートされたケーブルによって伝送される矩形波信号。受信機器（スレーブ、ワード・
クロック入力）と送信機器（マスター、ワード・クロック出力）との同期に使用されます。
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12.2	CE/FCCへの適合

CEへの適合

本機は試験の結果、電磁波両立性の相当法規に関する欧州理事会指示の定めるデジタル機器に関する基準
RL2014/30/EU と European Low Voltage Directive RL2014/35/EU に適合することが認定されてい
ます。

FCCへの適合

本製品は FCCルール第 15部に準拠しています。以下の 2つの条件に従って動作します：（1）本機は有害
な妨害を生じてはならない、および（2）本機は誤作動を引き起こす可能性のある電波干渉を含め、あらゆ
る電波干渉を許容する必要がある。

警告：適合責任を負う当事者による承認なしに本機を改造及び変更した場合、使用者が機器を操作する権限
が無効になる場合があります。

注意：本製品はテストの結果、FCCルール第 15部に従いクラスBデジタル機器の制限に適合しているこ
とが確認されています。これらの制限は、住宅への設置によって生じる有害な干渉からの適切な保護を目的
としています。本機は高周波エネルギーを生じ、使用し、また外部に放射することもあるため、本書に従っ
て正しく設置および使用しない場合、電波通信に悪影響を及ぼすおそれがあります。ただし、干渉が発生し
ない特別な設置方法はありません。本製品がラジオまたはテレビの受信に有害な干渉を引き起こしている場
合、以下の 1つまたは複数の対処方法を試してみることをお勧めします（本製品の電源をオン／オフに切り
替えることで原因の判別は可能です）。

•	 受信アンテナの設置場所や方向を変える。

•	 機材から受信機への距離を大きくする。

•	 別回路のコンセントに接続する。

•	 取扱店または資格のあるラジオ・テレビ技術者に相談する。

クラスB FCCの制限を満たすため、本製品にはシールドされたケーブルを使用する必要があります。

米国の責任者：Synthax United States, 6600 NW 16th Street, Suite 10, Ft Lauderdale, FL 33313 
T.:754.206.4220

商号：RME、製品名：M-32 DA Pro II-D
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